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第23回日本専門新聞 写真コンクール
第68回新聞週間

公
益
社
団
法
人
 日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
68
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
愛
好
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
社
員
・
読
者
を
対
象
に
「
第
23
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
委
員
会
、
理
事
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
作
品
が
決

定
。
受
賞
者
は
10
月
20
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

理事長賞
宝珠

柴奥啓市

今回、初めてご
応募させていた
だきましたとこ
ろ、思いがけない賞をいただきまして、誠にありが
とうございました。この写真は雑草の中に生息して
いるワレモコウで 4~5㎝の葉に朝露が付いて、真珠
のように感じ撮影しました。朝露の一滴一滴にピン
トを合わせるのに苦慮いたしました。これからも自
分のテーマをもって写真表現に精進していきたい
と思っています。

審査委員長賞
「LOVE-LOVE-LOVE｣

太田明男

今回「審査委員長賞」を
いただき、ありがとう
ございました。少年時
代に夢中になった昆虫
採集から数十年を経
て、今では写真による
昆虫採集をしておりま
す。私の住む大阪市内
でも、よく見渡せばい
ろんな昆虫たちが棲ん
でいます。そんな昆虫
たちの姿を通して「生
きる」ということを伝
えることができれば嬉
しく思います。この賞
を励みに今後も昆虫た
ちを撮り続けたいと思
います。

２
０
１
５
年
度
、
第
23
回
日
本
専

門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

募
集
は
本
年
度
も
ま
た
協
会
役
員

の
方
々
と
各
加
盟
社
の
努
力
に
よ

り
一
般
公
募
を
含
め
、
読
者
、
加
盟

社
の
皆
様
の
作
品
が
多
く
寄
せ
ら

れ
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
１
，１

２
４
点
に
な
り
ま
し
た
。
優
秀
な
作

品
が
多
く
特
に
昨
年
に
も
増
し
て

組
写
真
の
力
強
い
秀
作
を
見
る
事

が
出
来
た
。
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
は
関
口
照
生
、
南
川
三
治
郎
（
共

に
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）
の
二
名

で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
最
優
秀
賞
。
文
部
科
学
大

臣
賞
に
は
一
般
公
募
の
愛
媛
県
松

山
市
在
住
の
芝
崎
静
雄
氏
の
組
写

真
｢波
乗
り
女
子
｣が
選
ば
れ
た
。
三

枚
の
写
真
を
ブ
ル
ー
系
の
ア
ン
ダ

ー
に
ま
と
め
、
白
く
飛
び
散
る
波
の

表
現
と
女
子
サ
ー
フ
ァ
ー
の
力
量

を
感
じ
さ
せ
る
力
強
い
二
枚
の
作

品
と
共
に
、
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
二
人

の
後
ろ
姿
を
二
枚
目
に
差
し
込
ん

だ
こ
と
に
よ
り
一
層
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。

理
事
長
賞
は
一
般
公
募
、
岡
山
市

在
住
の
柴
奥
啓
市
氏
｢宝
珠
｣。
タ
イ

ト
ル
の
と
お
り
、朝
露
だ
ろ
う
か

光
に
輝
く
水
滴
が
葉
脈
の
先
に

連
な
り
透
明
な
宝
石
の
様
で

あ
る
。
ア
ウ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の

淡
い
紫
の
色
が
こ
の
作
品
を
引

き
立
て
て
い
ま
す
。
さ
わ
や
か
！
審

査
委
員
長
賞
は
や
は
り
一
般

公
募
の
｢Love-Love-Love｣

の
三
枚
組
、
大
阪
市
在
住
の
太

田
明
男
氏
の
作
品
、
い
や
大
変

な
撮
影
で
す
ね
。
プ
ロ
に
も
こ

の
分
野
の
専
門
家
は
お
り
ま

す
が
、
こ
こ
ま
で
挑
戦
す
る
の

に
は
相
当
な
根
気
と
生
物
へ

の
愛
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。
色
調

も
統
一
さ
れ
て
い
て
、
見
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
写
真
で
す
。
惜
し

む
ら
く
は
蝶
の
交
尾
の
一
枚
、
指
先

で
は
な
く
自
然
の
花
び
ら
の
上
だ
っ

た
ら
と
、
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
盟
社
特
別
賞
に
は
大
分
建
設

新
聞
社
の
加
藤
隆
司
氏
の
組
写
真
、

「
貫
通
式
」
三
枚
で
こ
の
仕
事
に
従

事
し
た
人
達
の
苦
労
の
後
の
喜
び

が
手
に
取
る
様
に
伝
わ
っ
て
く
る

優
秀
作
で
す
。

今
回
入
賞
の
四
作
品
共
六
十
代

を
越
し
た
方
々
の
作
品
で
秀
作
に

入
選
し
た
人
達
の
中
に
も
、
こ
の
世

代
の
人
達
が
多
く
み
ら
れ
、
一
つ
の

仕
事
を
や
り
遂
げ
、
そ
の
後
に
趣
味

と
し
て
写
真
を
選
ん
で
い
た
だ
い

た
事
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。
作
品
に

対
し
て
大
変
真
摯
に
取
り
組
ん
で
、

よ
り
良
い
作
品
を
生
む
た
め
の
努

力
と
セ
ン
ス
が
各
作
品
に
読
み
と

れ
て
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
今
後

も
健
康
に
留
意
し
て
良
い
作
品
を

撮
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

関
口
照
生

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

審
査
委
員
長
講
評

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

入
選
作
品
21
点
決
ま
る

文部科学大臣賞
波乗り女子

芝崎静雄

この度は「文部科学大臣賞」を頂き誠にあり
がとうございました。太平洋に面した高知県の
海岸は波が高くサーファーに人気があり、近年
は女性サーファーも大勢見られます。彼女達の
躍動感あふれるパワーを感じて頂ければと思
い 3枚の組写真で表現しました。まだまだ未熟

ですが、この度の受賞を励みと
して、写真の素晴らしさを皆様
に少しでもお伝えできますよ
うに、これからも日々精進を重
ねて参りたいと考えておりま
す。



文部科学大臣賞 波乗り女子 （組） 芝崎　静雄
理事長賞 宝珠 柴奥　啓市
審査員長賞 ｢LOVE-LOVE-LOVE｣ （組） 太田　明男
加盟社特別賞 貫通式 （組） 加藤　隆司 大分建設新聞社

光流るる朝 廣畑　勝一
何が見えてるの？僕にも見せてよ 河本　　豊 建通新聞社
古（いにしえ）よりの使者 岡田真智子

秀　　　　　作　大勢の人に見送られて 斎藤雄宰睦 電気新聞読者
王子の狐 矢野　直孝
姉妹 片山　智士
大物ゲット 川� 雅俊 建通新聞読者

眼光 二宮　智美
さらば大番！ 松本　隆平
おへそ取らないで 津江野信重 酪農乳業速報読者
春満開 中村　光雄

秀　　　　　作
或る列車＆特急ゆふいんの森 （組） 長尾　光典 大分建設新聞社
出来レース （組） 阿部　俊介 東京交通新聞社
年輪 加藤　和弘
東京都心部の巨大なジオラマを見学 長尾　浩章 週刊住宅新聞社
東京の夜景 （組） 望月　　弘 税経
早春のサイクリスト （組） 芝原　清克

招　待　作　品 ハヤブサ 中園　昌志 大分建設新聞社
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加盟社社員・読者及び一般応募　  全国から 1,124 点

加盟社特別賞
貫通式

大分建設新聞社　加藤隆司

加盟社特別賞に選ばれた「貫通式」は、トンネルが貫通し
た時、山の神に工事が無事完了したことを感謝する行事で、
大切に受け継いでいきたい神事です。私が住む大分県佐伯市
は、山林が多く、市外に出るのはトンネルが必要です。そう
したこともあり、全国各地の多くのトンネ
ル工事現場で活躍するトンネルの名工「豊
後土工（ぶんごどっこ）」の故郷としても有
名です。豊後土工が貫通式で心の底から喜
んでいる姿を見て、多くの人に伝えたくな
り、組写真にしました。受賞を励みに撮り続
けます。ありがとうございました。

招待作品

（招待作品：過去 10 年に文科大臣賞を受賞し審査に通ったもの） （敬称略）

秀　作 順不同

阿部　俊介

岡田真智子

河本　　豊
中園　昌志

松本　隆平

中村　光雄

川� 雅俊

片山　智士

廣畑　勝一

斎藤雄宰睦

長尾　浩章 二宮　智美

望月　弘弘

長尾　光典

芝原　清克

津江野信重 加藤　和弘 矢野　直孝


